



‘ 類 ‘ 本 ° が 法今
っ 二序帝に帝稿 基詈学日
に於ヲ国当国は 本法者で
解テ妨憲て憲先 に II ー も










体義定考を て の て教
的務さえ ど ょ中宮関
内二れての い で沢係



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(7)第43号 皇學館大學神道研究所所報 平成4年6月］日 第43号 皇學館大學神道研究所所報 平成4 年 6 月 1 日 (6)
彼
が
家
長
権
や
天
皇
主
権
の
基
礎
と
す
る
祖
先
教
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る。
「
祖
先
ノ
肉
体
存
セ
サ
ル
モ
其
ノ
聖
霊
尚
家
二
在
リ
テ
家
ヲ
守
護
ス。
各
家
ノ
神
聖
ナ
ル
一
隅
二
常
火
ヲ
点
シ
テ
家
長
之
二
奉
祠
ス。
是
レ
所
謂
家
神
ナ
リ。
祖
先
ノ
神
霊
ナ
リ。
事
細
大
ト
無
ク
之
ヲ
神
二
告
ク。
是
レ
幽
界
ノ
家
長
ニ
シ
テ
家
長
ハ
顕
世
二
於
キ
テ
祖
先
ノ
霊
ヲ
代
表
ス。
家
長
権
ノ
神
聖
ニ
シ
テ
犯
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
祖
先
ノ
霊
ノ
神
聖
ニ
シ
テ
犯
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
0“)
テ
ナ
リ。」
こ
の
様
な
祖
先
教
を
基
礎
と
す
る
家
長
権
に
つ
い
て
は、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
「
家
長
権
二
服
従
ス
ル
者
ヲ
家
族
卜
云
フ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス。
家
長
ノ
地
位
即
チ
今
ノ
民
法
テ
謂
フ
戸
主
ノ
地
位
卜
云
フ
モ
ノ
ハ、
元
卜
祖
先
ノ
位
テ
ア
ッ
テ、
現
在
ノ
家
ノ
父
力
祖
先
二
代
ツ
テ
其
位
二
居
リ、
其
祖
先
ノ
子
孫
ヲ
支
配
シ
テ
g
o
之
ヲ
治
メ
テ
行
ク
地
位
テ
ア
リ
マ
ス。」
天
皇
主
権
が
以
上
の
祖
先
教
や
家
長
権
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
「
我
民
族
ハ
民
族
ノ
遠
ツ
祖
ノ
位
ヲ
以
テ
民
族
ヲ
統
治
ス
ル
主
権
ノ
存
ル
所
ト
シ
テ
之
ヲ
崇
敬
シ、
之
二
服
従
シ、
之
ヲ
中
心
ト
シ
テ
其
周
囲
二
発
展
シ
来
ツ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス。
言
葉
ヲ
換
ヘ
テ
云
ヘ
ハ、
国
ヲ
統
治
ス
ル
ノ
中
心
ハ、
万
世一
系
ノ
皇
位
テ
ア
ッ
テ、
而
シ
テ
万
世一
系
ノ
皇
位
ハ
即
チ
祖
宗
ノ
御
位
テ
ア
ル。
祖
宗
ノ
御
子
孫
力
相
承
ケ
テ
万
世
此
位
二
居
タ
マ
フ
モ
ノ
歴
史
二
稀
ナ
ル
法
則
ヲ
数
干
年
間
ノ
下
二
維
持
シ
得
タ
リ
ト
云
フ
点
二
釦
F」
古
代
に
は
祖
先
崇
拝
が
普
遍
的
に
存
在
し、
そ
れ
に
基
づ
い
た
国
家
が
多
数
存
在
し
て
お
り、
日
本
も
そ
の
中
の一
国
だ
っ
た
と
す
る
解
釈
自
体
が、
固
有
の
神
話
に
基
づ
く
固
有
の
国
体
と
い
う
解
釈
と
は、
別
の
体
系
を
な
し
て
い
る。
ま
た、
こ
の
解
釈
か
ら
す
れ
ば、
日
本
と
西
洋
を
分
け
て
た
も
の
は、
歴
史
の
展
開
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る。
(
3)
祖
先
教
の
成
立
に
対
す
る
考
え
方
が
少
し
も
神
秘
的
で
な
く、
ま
た、
神
話
を
根
拠
と
し
て
も
い
な
い。
穂
積
は
祖
先
教
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る。
「
幼
稚
ナ
ル
時
二
在
リ
テ
ハ
父
ハ
智
カ
ニ
於
テ
腕
カ
ニ
於
テ
優
ル
、
コ
ト
明
ナ
リ。
何
レ
ノ
父
卜
雖
モ
普
通
ナ
ル
事
ト
ス。
是
レ
天
然
二
優
劣
ug)
 
ノ
判
ル
、
最
モ
見
易
キ
標
準
ナ
ル
ヘ
シ」
「
我
ハ
父
ノ
子
ナ
リ、
父
ハ
祖
先
ノ
子
ナ
リ
ト
云
フ
事
ヲ
少
ク
モ
能
力
二
有
ス
ル
ト
キ
ハ、
野
蛮
時
代
ノ
人
民
ト
テ
モ
最
モ
優
ナ
ル
者
ハ
祖
先
二
相
違
ナ
カ
リ
シ
ト
ノ
結
論
ヲ
ナ
ス
ハ
無
理
ナ
ラ
ヌ
事
卜
云
フ
ヘ
シ。
我
ノ
父
二
対
ス
ル
父
ノ
祖
先
二
対
ス
ル
関
係
ヨ
リ
推
シ
テ
考
フ
レ
ハ、
祖
先
ハ
最
モ
優
リ
タ
ル
者
二
相
違
ナ
シ
ト
シ、
之
レ
ヨ
リ
シ
テ
祖
先
ヲ
崇
拝
ス
ル
ノ
風
自
然
二
生
ス
ル
肛」
「
死
者
ハ
其
ノ
精
霊
尚
幽
界
二
存
シ
テ
其
ノ
子
孫
ヲ
保
護
ス
ル
ト
云
フ
ノ
念
ハ
父
母
力
其
ノ
家
族
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
念
ヨ
リ
移
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
u“)
コ
ト
ヲ
知
ル
可
シ」
ノ
テ
ア
ル。
是
天
祖
二
代
ッ
テ
天
位
二
居
リ、
而
シ
テ
国
家
統
治
ノ
天
職
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ノ
テ
ア
ル。
家
二
於
ケ
ル
親
族
団
結
ノ
意
ヲ
推
シ
拡
ケ
テ、
之
ヲ
大
ク
シ
テ
民
族
ノ
団
結
ト
シ、
家
二
於
ケ
ル
家
長
権
ノ
意
ヲ
推
シ
テ、
之
ヲ
国
家
ノ
主
権
卜
為
ス。
．
．
．
 
是
故
二
我
固
有
ノ
観
念
二
於
テ
ハ、
家
卜
云
ヒ
国
卜
云
フ
観
念
ハ
一
致
シ
テ
居
ッ
テ
ニ
ッ
ニ
分
レ
タ
モ
ノ
テ
ナ
イ、
家
ハ
国
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
テ
ア
ル。
国
ハ
家
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
テ
ア
戸。」
そ
し
て、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
国
家
形
態
を
維
持
す
る
目
的
は
に
つ
い
て、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る。
「
人
類
ヲ一
纏
メ
ニ
シ
テ、
世
界
ノ
唯一
ノ
団
体
ト
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
或
ハ
空
想
ト
シ
テ
之
ヲ
言
フ
ヘ
キ
コ
ト
テ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ、
ナ
カ
ナ
カ
今
ノ
時
代
二
於
テ、
之
ヲ
夢
ミ
テ
安
心
シ
得
ヘ
キ
テ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ。
若
シ
今
ノ
時
代
二
於
テ、
大
早
計
ニ
モ
人
道
博
愛
ノ
主
義
二
偏
傾
シ
テ
家
ノ
組
織、
国
ノ
組
織
ヲ
解
散
シ
テ
シ
マ
ッ
テ、
而
シ
テ
愛
国
心
ナ
ル
者
ヲ
軽
蔑
シ
テ、
唯
世
界
永
遠
ノ
平
和
卜
云
フ
事
ヲ
ノ
ミ
夢
ミ
テ、
容
易
二
此
ノ
愛
国
ノ
心
ヲ
解
イ
テ
シ
マ
ッ
タ
ナ
ラ
ハ、
世
界
ノ
統一
ハ
出
来
ナ
ク
シ
テ
先
ツ
国
ハ
亡
フ
ル
ト
云
フ、
実
二
悲
惨
ナ
ル
境
涯
ヲ
見
ル
テ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ。
政
策
ト
シ
テ
ハ、
固
ヨ
リ
不
可
テ
ア
リ
マ
ス。
道
理
ト
シ
テ
モ
亦
無
論
謬
リ
テ
ア
リ
マ
ス。
政
策
ト
シ
テ
モ
今
日
ノ
世
ノ
中
ハ
愛
国
心
ヲ
鼓
舞
シ
テ、
出
来
ル
タ
ケ
我
ノ
生
存
範
囲
ヲ
広
ク
シ
テ、
出
来
ル
タ
ケ
我
ノ
生
存
ノ
活
カ
ヲ
養
ッ
テ
置
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ
要
す
る
に、
穂
積
が
天
皇
制
の
基
礎
と
し
て
い
る
祖
先
教
は
必
ず
し
も
記
紀
神
話
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た。
又、
神
社
の
祭
神
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
も
な
か
っ
た。
と
こ
ろ
で、
祖
先
教
に
つ
い
て
穂
積
が、
「
祖
先
（
胡
）
教
ハ
我
国
体
ノ
甚
礎
ナ
リ」
「
我
国
ハ
祖
先
教
ノ
国
ナ
リ」
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
穂
積
に
と
っ
て、
祖
先
教
と
憲
法
第一一
十
八
条
の
信
教
の
自
由
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
穂
積
は
何
も
語
っ
て
い
な
い。
西
洋
の
法
制
は
キ
リ
ス
ト
教
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り、
し
か
も、
憲
法
で
は
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
彼
に
は、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
問
題
と
し
て
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
「
欧
州
ハ
彼
ノ
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教）
行
ハ
レ
シ
ョ
リ
独
尊
ノ
上
帝
ハ
人
類
ノ
敬
卜
愛
ト
ヲ
専
有
シ
子
孫
マ
タ
祖
先
ノ
拝
ス
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
ス。
於
是
乎
孝
道
衰
ウ。
平
等
博
愛
ノ
主
義
行
ハ
レ
マ
｀
テ
民
俗
血
族
ヲ
疎
ン
ス。
於
是
乎
家
制
亡
フ。
而
シ
テ
個
人
平
等
ノ
社
会
ヲ
成
シ
個
人
本
位
ノ
法
制
ヲ
以
テ
之
ヲ
維
持
セ
ン
ト
欲
ス」
最
後
に、
穂
積
の
著
作
を
概
観
し
て
み
る
と、
祖
先
教
に
関
し
て
三
つ
の
分
野
で
発
言
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
憲
法、
民
法、
教
育
で
あ
る。
国
民
の
確
信
を
重
ん
ず
る
彼
は、
自
ら
が
重
視
し
た
三
つ
の
分
野
に
自
論
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
確
信
を
強
化
し、
そ
れ
を
以
て
国
体
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
そ
う
だ
と
す
れ
ば、
憲
法
の一
条
文
を
盾
に
と
っ
た
強
制
に
よ
っ
て
以
上、
当
時
「
官
僚
憲
法
学
の
権
威」
と
い
わ
れ
た
穂
積
八
束
の
政
教
関
係
論
を
見
て
き
た。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は、
穂
積
の
論
の
中
に
は、
宮
沢
教
授
の
天
皇
主
権
↓
神
話・
神
社
↓
参
拝
強
制
と
い
う
図
式
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る。穂
積
は
神
社
信
仰
や
神
社
参
拝
を
「
臣
民
タ
ル
ノ
義
務」
で
あ
る
と
は
論
じ
て
い
な
い。
そ
れ
は、
そ
も
そ
も
穂
積
の
天
皇
主
権
論
自
体
が
記
紀
神
話
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
は
な
く、
ま
た、
天
皇
と
国
民
と
を
繋
ぐ
の
に
神
社
と
い
う
存
在
を
必
要
と
し
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
当
時、
最
も
強
力
な
天
皇
主
権
の
主
張
者
で
さ
え
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
そ
の
他
の
学
者
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
天
皇
と
神
社
信
仰
を
単
純
に
結
ぴ
つ
け
て、
そ
こ
か
ら
昭
和
期
の
強
制
や
弾
圧
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
は、
あ
ま
り
に
短
絡
的
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
註
(
1)
宮
沢
「
憲
法
11
ー
基
本
的
人
権
ー」
（
昭
和
五
八
年
三
月
新
版
再
版
第
十
六
刷、
有
斐
閣）
三
四
八
頁。
(
2)
（
3)
宮
沢
「
前
掲
書」
三
四
九
頁。
お
わ
り
に
ハ
世
ノ
中
二
立
ッ
テ
生
存
ス
ル
事
力
出
来
マ
セ
゜
(
g)
 
ヌ
」
つ
ま
り、
国
際
的
な
生
存
競
争
に
生
き
残
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る。
以
上
の
様
な
穂
積
の
天
皇
主
権
論
に
つ
い
て、
以
下
の
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る。
(
1)
家
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
が
直
接
天
皇・
王
権
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め、
天
皇
と
国
民
と
を
つ
な
ぐ
存
在
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る。
つ
ま
り、
神
社
と
い
う
媒
体
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
は
な
か
っ
た。
穂
積
が
神
社
に
対
し
て
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
理
由
の
一
っ
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
(
2)
祖
先
教
が
日
本
固
有
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず、
日
本
の
特
殊
性
は、
そ
れ
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る。
「
祖
先
ノ
霊
ヲ
崇
拝
ス
ル
ハ
必
ス
シ
モ
我
国
ニ
(
a)
 
特
有
ナ
ル
礼
法
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ」
「
何
レ
ノ
国
ヲ
問
ハ
ス
古
ノ
建
国
ハ
祖
先
教
ヲ
(
g
)
 
基
礎
ト
セ
シ
ナ
ル
ヘ
シ」
「
欧
州
ハ
彼
ノ
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教）
行
ハ
レ
シ
ョ
リ
独
尊
ノ
上
帝
ハ
人
類
ノ
敬
卜
愛
ト
ヲ
専
有
シ
子
孫
マ
タ
祖
先
ノ
拝
ス
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
ス。
於
是
乎
孝
道
衰
ウ。
平
等
博
愛
ノ
主
義
行
ハ
レ
マ
、
一
氾
）
テ
民
俗
血
族
ヲ
疎
ン
ス。
於
是
乎
家
制
亡
フ」
「
我
国
ノ
彼
レ
ニ
異
ナ
ル
所
ハ
唯
二
万
世一
系
ノ
不
易
ノ
君
玉
ヲ
戴
ク
ト
云
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス、
祖
先
教
ヲ
以
テ
社
会
ノ
秩
序
ヲ
正
フ
シ、
祖
先
ヲ
崇
拝
ス
ル
ノ
教
ハ
即
民
族
ノ
宗
家
タ
ル
皇
室
ヲ
奉
戴
シ
テ一
国一
社
会
ヲ
団
結
ス
ル
ト
云
フ
'．，ヽ
▲
い肉，
＂•
•
•
9・
・
9
9
t"
兄．
国
民
を
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
段
は
決
し
て
有
効
な
も
の
と
は
映
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
(
4)
宮
沢
「
前
掲
書」
三
四
八
頁 。
(
5)
（
6)
宮
沢
俊
義
著・
芦
部
信
喜
補
訂
「
全
訂
日
本
国
憲
法」
(-
九
八一
年
八
月
第
二
版
第
五
測 、
日
本
評
論
社）
四
四
頁。
(
7)
長
尾
龍一
「
穂
積
八
束」
（
潮
見
俊
隆•
利
谷
信
義
編
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊・
日
本
の
法
学
者」
一
九
七
四
年
六
月 、
H
本
評
論
社） 。
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上・
下」
（
昭
和
七
年
十一
月）
等
参
照 。
(
8)
上
杉
慎
吉
編
「
穂
積
八
束
博
士
論
文
集」
（
大
正
二
年
十一
月）
所
収 、
四
九
八
頁 。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
「
国
教
制
度」
と
は 、
「一
ツ
ノ
宗
教
ヲ
国
教
卜
定
メ
国
民一
般二
之
ヲ
信
仰
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
定
メ
マ
シ
テ 、
ソ
ウ
シ
テ
君
主
ハ
宗
教
ノ
首
長
ト
シ
テ
羅
馬
法
王
ヨ
リ
独
立
シ
テ
宗
教
ノ
首
長
タ
ル
地
位
ヲ
占
ム
ル
コ
ト」
と
さ
れ 、
イ
ギ
リ
ス 、
フ
ラ
ン
ス 、
オ
ラ
ン
ダ
そ
の
他
ド
イ
ツ
等
が一
時
こ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」
明
治
四
十
五
年
五
月 、
皇
族
講
話
会
に
お
い
て
明
治
三
十
四
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
前
後――-
+
二
回
に
わ
た
っ
て
進
講
し
た
も
の
の
記
録 、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵 、
二
七
0．
一
頁） 。
な
お 、
引
用
に
あ
た
っ
て
漠
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め 、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た 。
引
用
文
に
つ
い
て
は
以
下
同
じ 。
(
9)
「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」
二
七一
頁 。
(
10)
「
国
家
卜
宗
教
ト
ノ
関
係」
四
九
九
頁 。
(
11)
「
同
右
論
文」
五
0
0
頁 。
(
12)
「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」
二
七一一
頁 。
(
13)
「
同
右
書」
二
七
ニ・
三
頁 。
(
14)
（
15)
「
同
右
書」
二
七
三
頁 。
(
16)
穂
積
「
行
政
法
大
意」
二
九
六・
七
頁 。
(
17)
（
18)
「
同
右
書」
二
九
七
頁 。
(
19)
（
20)
二
七
四・
五
頁 。
(
21)
「
穂
積
八
束
氏
大
日
本
帝
国
憲
法
講
義•
第
四」
（
明
治
二
十
二
年
五
月 、
華
族
同
志
会
で
の
講
演
を
筆
記
し
た
も
の 、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵）
二
七
頁 。
(
22)
「
同
右
書」
二
八・
九
頁 。
(
23)
二
九・
三
0
頁 。
(
24)
穂
積
「
修
正
増
補・
窓
法
提
要」
（
昭
和
十
年
七
月
第
五
版）
1二
九
頁 。
(
25)
「
同
右
書」
四
O·
一
頁 。
(
26)
穂
積
「
民
法
出
テ、
忠
孝
亡
フ」
（
明
治
二
十
四
年
八
月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）
一
四
六
頁 。
(
27)
「
同
右
論
文」
二
四
七・
八
頁 。
(
28)
「
国
民
道
徳
ノ
本
旨」
（
明
治
四
十
四
年
五
月 、
「
修
正
増
補·
憲
法
提
要」
所
収）
五
六
四
頁 。
(
29)
「
同
右
論
文」
五
六
六・
七
頁 。
(
30)
「
同
右
論
文」
五
七
九・
八
0
頁 。
(
31)
穂
積
「
家
制
及
国
体」
（
明
治
二
十
五
年
四
月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）
―-
七
四
頁 。
(
32)
「
同
右
論
文」
二
七
五
頁 。
(
33)
「
民
法
出
テ、
忠
孝
亡
フ」
二
四
八・
九
頁 。
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（
本
学
助
手・
神
道
研
究
所
所
員）
(
34)
「
家
制
及
国
体」
二
八
五
頁 。
(
35)
「
祖
先
教ハ
公
法
ノ
源
ナ
リ」
（
明
治
二
十
五
年一
月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）
二
六
二
頁 。
(
36)
「
同
右
論
文」
二
六一二
頁 。
(
37)
「
家
制
及
国
体」
二
七
六
頁 。
(
38)
「
家
制
及
国
体」
二
七
四
頁 。
＊
な
お 、
本
稿
は
皇
學
館
大
學
津
田
法
学
研
究
基
金
よ
り
助
成
を
受
け
た
研
究
（「
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
変
容
に
関
す
る
基
礎
的
研
究」）
の
成
果
の一
部
で
あ
る 。
